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研究成果の概要（和文）：万葉集における漢字の用法としての仮名は、近年の一次資料の増加に

よって、古代の文字生活の一部に過ぎず、高度な位相における文学的な側面の強いことが指摘

されてきた。本研究では、万葉集における仮名書歌巻の仮名使用の実態を細かく調査し、これ

と訓字主体歌巻、記紀歌謡、その他の上代文献、そして一次資料を網羅した仮名使用の実態と

比較することで、記紀歌謡、万葉集の高度な仮名使用の背後に、基層の仮名とも呼べる、時代

差、資料差をこえて汎用性の高い仮名字母群の存在を明らかにした。さらに、それを平安時代

初期の仮名資料と比較することで、基層の仮名は、平安時代に成立する平仮名の字母とも共通

性が高いことを指摘し、平仮名成立の基盤が、木簡や正倉院文書といった、日常の仮名使用に

連続するものの、万葉集仮名書歌巻の仮名使用も、それと基盤を同じくするということを明ら

かにした。また、漢字の表音用法は朝鮮半島に由来しながら、朝鮮語において仮名文字が成立

しなかった背景には、日本語の単純な開音節構造は、一字一音節（一モーラ）の仮名の体系を

作り出すのに文字数が少なくて済むのに対して、朝鮮語の閉音節構造は、一字一音節の仮名文

字の体系を作り出すには、一音節二文字を必要とする場合が生じて、体系化には不向きであっ

たという、両語の音節構造の違いがあることを指摘した。 

 
研究成果の概要（英文）：The use of Kanji for Kana in “Manyo-syu” is very different from the 

ordinary use in ancient rublic official.This study disclosed that Manyo-syu have a basic use 

and advanced use of Kana,and basic use connect to Hiragana.The kana-use of Kanji derives 

from Korea,but Kana-chracter don’t established in Korea.This is derived from the 

difference of structure of syllable between Korea and Japanese . 
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１．研究開始当初の背景 

 近年の７・８世紀木簡の大量出土によって、

それまで記紀・万葉集を中心として語られて

きた文字使用とは異なる、古代官人の日常の

文字生活の状況が明らかになってきた。これ

まで文字・表記研究の中心資料だった記紀・

万葉集の文字用法は、いわばハレの場の高度

な文字表現であり、それは日常生活における

文字法とはかけ離れたものというわけであ

る。つまり、記紀・万葉集は古代官人の文字

生活の一部分でしかないことになり、古代の

文字生活の片隅に追いやられることになっ

た。 

 しかし、一次資料によって、たしかに日常

の文字生活が明らかになったものの、それと

記紀・万葉集の文字用法、とくに仮名の用法

が、それらとまったくかけ離れているのかど

うかは問題であり、そこに万葉集と平安時代

の平仮名との連続・非連続を考える余地があ

った。 

 平安時代に平仮名が成立するうえで、万葉

集の仮名書歌巻に用いられた仮名は、どれほ

どの共通性があり、どのように平仮名につな

がっているのか、あるいは、まったく別のも

のなのかは、慎重に考察すべき事柄としてあ

った。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、万葉集の仮名書歌巻の

仮名使用を、さまざまの文献と比較し、そ

れを仮名成立史の中に正当に位置づけるこ

とで、平仮名成立の過程にも重層性のある

ことを指摘し、仮名成立のシステムを明ら

かにするものである。 

①記紀万葉、木簡、正倉院文書その他の

古代仮名資料における仮名使用の重

層性の共通点と相違点を整理するこ

とで、そこに通底する仮名の存在を明

らかにする。 

②そしてそれを朝鮮半島の漢字表音用法

と比較することで、音と文字との対応

システムを明らかにする。 

③さらに、平安時代平仮名資料を整理す

ることで、そこにも重層性のあること

を明らかにする。 

以上によって、万葉集仮名書歌巻の仮名と

平仮名との連続性と非連続性とを明らかに

する。 

 

３．研究の方法 

 古代の仮名資料における、使用字母の実態

を、それぞれの資料の性格によって整理する。

万葉集においては、巻ごとに使用字母を調査

し、さらに、歌群・作者によっても整理する。

また、仮名書歌巻と訓字主体歌巻とでの差異

に注目して、それぞれに共通の仮名字母を抽

出する。さらに、記紀歌謡その他の上代文献

と、木簡・正倉院文書の一次資料とを加えて

共通の仮名字母群の存在を明らかにした。た

だし、この際、地名・人名など固有名の表記

に用いられるものは除外する。そこには極め

て多様な用法があり、一回的、個別的な使用

がみとめられるからである。 

 次に、同様にして、平安時代初期の仮名資

料とも比較対照する。初期仮名資料として、

平安初期訓点資料、草仮名発生期の資料群、

平安中期和文資料、さらに、平安中期、後期

の和歌資料を選定し、それぞれの資料性を勘

案しながら、平仮名成立に向かう仮名字母群

と、文学的に高い位相に属する仮名字母群と

を分けて考えることによって、万葉集の仮名

書諸巻の仮名の用法の、孤立性と他文献との

共通性を浮かび上がらせることにした。 

 



４．研究成果 

 以上の研究によって、次のことを明らかに

した。 

①木簡の歌表記に用いられた仮名には、記紀

万葉とは異なる点が多く、むしろ、平仮名

に通じる点がある。（論文⑪⑫、発表①⑤⑥） 

②古代の仮名の用法は、歌の表記と地名等固

有名の表記とでは、多様性に差があり、一

律にはあつかえない。固有名詞の表記方法

は極めて多様であり、個別、一回的な用法

もままみられる。しかし、歌の表記だけを

取り出せば、そこには万葉集から平仮名へ

の連続的な部分も指摘することができる。

それを基層の仮名ととらえた。（論文①③⑧

⑨⑪、発表④⑤⑥） 

③平安時代の仮名を考える場合には、和文体

の資料性について考えなければならないが、

初期平仮名資料には、古代の変体漢文およ

び漢文訓読の影響が大きく、その点で、仮

名の用法だけでなく、表記体を考えても、

古代の変体漢文資料と平安朝和文の間には、

連続性をみとめることができる。（論文④⑩、

発表⑥） 

④古代朝鮮半島とのかかわりでいえば、同様

に漢字音を利用した表音用法をもちながら、

朝鮮語はついに漢字から独自の文字を創出

しなかったのに対して、日本語において仮

名が成立したのは両語の音節構造の違いで

あると考えられる。（論文②⑥、発表①⑤） 

⑤ことばと文字との対応において、古代の漢

字の用法の多様性がもたらすものの本質が

どこにあるかは継続して考えられなければ

ならない。そこに、文字としての仮名の成

立の要請がみとめられるならば、今後、固

有名まで含めた古代資料の再検討が必要で

ある。（論文①③⑤⑦⑨、発表①④⑤） 

⑥なお、本研究成果については、報告書『仮

名成立史から見る万葉集仮名書歌巻の孤立

性と平仮名への連続性の研究』に詳細を記

述した。これは、既発表論文を【文字とこ

とば】【歌木簡】【固有名と仮名】【表記体の

変換】【付録・平仮名への道程】に分類し、

一覧したものであり、さらに、未発表だっ

た古代仮名字母の対照表を付したものであ

る。これによって、本研究の全体像が一覧

できるので、参照していただきたい。 
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